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　金融課では毎年、大潟小学校５年生に食農教育に関する教材を贈呈し
ています。高橋勇輝常務から教材を受け取った児童代表は、「（家が農家
なので）この教材でお米のことなどを学んで生かしたい」と話しました。
　また同日は生活課が、子どもたちの好奇心、探求心、創造力を喚起する、
元気で楽しい雑誌「ちゃぐりん」を新１年生に贈りました。

※８ページもご覧ください。

ＪＡバンク「食農教育応援事業」
（令和４年４月14日）

今月の表紙



営業時間　 午前９時～午後７時　お問い合わせは生活課（45－2214）まで。

自転車の安全利用の促進
～自転車も  乗れば車の  仲間入り～

★自転車安全利用五則の遵守を
　１．自転車は、車道が原則、歩道は例外
　２．車道は左側を通行
　３．歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
　４．安全ルールを守る
　　・飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　　・夜間はライトを点灯
　　・交差点での信号遵守と一時停止・安全確認
　５．子供はヘルメットを着用
　　　※「子供」とは13歳未満の者をいう。

★自転車の点検整備を
　自転車販売店等で定期的に点検整備を受けましょう。
　また、夜間自転車を利用する場合は、明るい目立つ
色の服装と反射材を着用するとともに、ライトを確実
に点灯し、自転車の存在を周囲に知らせましょう。

五城目警察署からのおしらせ
　４月と５月は県が定める「自転車の安全利用推進運動」の強調期間、また、自転車活用推進法で定める
「自転車月間」です。自転車の交通ルールとマナーを守り、安全に利用しましょう。

★金曜市開催予定日
５月13日㈮、５月27日㈮、
６月３日㈮
★月間特売開催予定日
５月19日㈭～20日㈮の
２日間

★ピザーラ出店日

５月25日㈬・26日㈭

★やきとり竜鳳出店日
５月16日㈪・
５月23日㈪・５月30日㈪

生活課コンビニ　齊藤　雄
ゆう

喜
き

　これから皆様のお世話になり
ます。どうぞよろしくお願い申
し上げます。

臨時職員のご紹介

★損害賠償責任保険等への加入
　自転車事故によって他人を死傷させた場合、高額な
損害賠償を負うことがあります。令和４年４月１日か
ら、秋田県自転車の安全で適正な利用の促進に関する
条例により、自転車損害賠償責任保険等への加入が義
務づけられました。

【自転車運転者講習制度】
　自転車は車両です。酒酔い運転や信号無視などの悪
質・危険な違反行為は検挙されるほか、繰り返し行っ
た場合は、自転車運転者講習を受ける義務が課せられ
ます。

五城目警察署　TEL  018-852-4100
大 潟 駐 在 所　TEL  0185-45-2100

職員人事

兒玉　乙子（生活課・臨時職員）
退職

お疲れ様でした。

４月25日付

JＡだより 2



　４年度の主な取り組み事項として、
　①　創立70周年記念秋田県ＪＡ女性大会の開催
　②　仲間づくりの促進
　③　「食と農」、「くらし」に根差した活動の実践
　④　ＪＡ運営への積極的な参画
　⑤　学習活動の実践
　⑥　農政課題や運動への対応
が挙げられました。ＪＡ大潟村女性部としても活動の
参考にしていきます。
　①の記念大会は11月15日の開催が決まっています。
　それに先立ち、記念事業として「つるありいんげん
のグリーンカーテンをつくろ
う！」ということで、全部員に
いんげんの種を配布します。協
力と参加をお願いします。
　総会終了後、学習会が開催さ
れました。
　食品ロス問題ジャーナリスト
井出留美さんによる「家庭から考える食品ロス」とい
う演題でのリモート講演です。
　ごみ処理にかかる費用が年間２兆円で、うち半数近
くが食べ物です。水分量が80％にもなるので燃やす
コストが高くなるそうです。
　よって、食品ロスから出る温室効果ガスは自動車に
匹敵するほどの量になるそうです。
　いろいろと考えるきっかけになるお話でした。
� （宮川清子記）

■婦人会から
◎第72回南秋大会・消費者問題研修会
　２年間コロナのために開催されませんでした。担当
町の八郎潟町には毎年準備してもらっていましたが、
やっと実施できそうです。午後からで、人数も１町村
15人を予定しています。

日　時：７月28日（木）　13：00 ～

場　所：八郎潟町農村環境改善センター

内　容：女性のための防災学習　他

　終了後、八郎潟町新庁舎見学の予定。申込書など詳
細は後で配布しますのでよろしくお願いします。

◎県婦連大会
　秋田市のあきた芸術劇場ミルハスで９月26日（月）
に午後から開催予定です。（ミルハス利用団体１号と
のことです。）内容については決まりましたら連絡し
ます。� （山本嘉子記）

■活動報告と各種会議報告
◎ＪＡあきた女性組織協議会総会（４月25日）
　ＪＡビルで行われ、30名が出席、７名が委任状で
した。

提出議案
・規約の一部改正
・令和３年度事業報告・収支決算の承認
・令和４年度事業計画・収支予算の設定
・令和４年度の賦課並びに徴収方法の決定
・参与の承認

　それぞれ原案通り可決されました。

第454号女性部活動だより

で

買い物は

  ☆エコレク部よりこれからの行事予定について

７月４日（月）　不用衣類回収１回目
11月24日（木）　軽スポーツ大会（ボッチャ）
12月１日（木）　不用衣類回収２回目

　皆さんご協力をよろしくお願いいたします。
（エコレク部　部長　浮田順子�記）

　農作業に必要な長靴や手袋など、あ
ぐりプラザにたくさん入荷しています。
ぜひご利用ください。
　希望商品の情報などあり
ましたらお知らせください。
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▼
５
ペ
ー
ジ  

営
農
支
援
課

▪ 

具
体
的
実
践
項
目
「
試
験
研
究
事
業

へ
の
取
組
」
に
関
連
し
て

意
見  「
苗
箱
ま
か
せ
」
を
使
わ
な
く
な

る
よ
う
、
早
く
代
替
肥
料
の
指
導
を
し
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
予
防
で
「
ネ
オ
ニ
コ
チ

ノ
イ
ド
系
殺
虫
剤
」
を
散
布
す
る
の
で
は

な
く
、
虫
の
害
が
出
て
ど
う
し
て
も
殺
虫

剤
が
必
要
な
時
に
散
布
す
る
指
導
に
で
き

な
い
か
。

回
答��

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
へ

の
対
策
に
つ
い
て
は
、
苗
箱
ま
か
せ
の

メ
ー
カ
ー
「
ジ
ェ
イ
カ
ム
ア
グ
リ
㈱
」
だ

け
で
な
く
、
全
農
並
び
に
各
肥
料
メ
ー

カ
ー
も
国
か
ら
対
応
を
求
め
ら
れ
て
お

り
、
肥
料
業
界
が
喫
緊
の
課
題
と
し
て
対

策
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

現
状
、「
苗
箱
ま
か
せ
」
を
含
む
肥
効

調
節
型
の
肥
料
は
、
肥
効
期
間
を
持
続
さ

せ
る
方
法
と
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
で
被
膜
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
お
り

ま
す
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
用
せ
ず

（
あ
る
い
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
代
わ
る
も

の
で
）、
同
様
の
肥
効
実
現
が
困
難
な
た

め
、
試
験
研
究
を
重
ね
開
発
に
向
か
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
肥
効
調
節
型
肥
料
は
肥
効
効
率

が
高
い
た
め
、使
用
量
の
低
減
に
繋
が
り
、

別
角
度
で
は
環
境
面
に
配
慮
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
省
力
化
の
面
や
大
潟
村
で
の

普
及
率
の
高
さ
等
を
考
え
る
と
、
代
替
の

肥
料
に
変
更
し
て
い
く
事
も
難
し
い
と
思

わ
れ
ま
す
。
ジ
ェ
イ
カ
ム
ア
グ
リ
と
は
こ

れ
ま
で
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
話
合
い
を

行
い
、検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
た
な
展
開
が
あ
れ
ば
組
合
員
の
皆
様
に

も
お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
殺
虫
剤
に
つ
い

て
は
、
代
替
え
の
殺
虫
剤
を
資
材
注
文
書

や
技
術
情
報
等
に
記
載
し
対
応
し
て
お
り

ま
す
。
予
防
と
し
て
薬
剤
を
使
用
せ
ず
、

発
生
が
見
ら
れ
て
か
ら
の
使
用
に
つ
い
て

は
、
過
去
に
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
や
ア
ワ
ヨ
ト

ウ
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
経
験
が
あ
り
、

県
病
害
虫
防
除
所
の
発
生
予
察
や
気
候
等

を
参
考
に
早
め
の
情
報
提
供
は
心
が
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
想
定
外
の
被
害
が

あ
っ
た
場
合
、
農
家
の
経
営
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
予
防
的
な

対
策
は
必
要
で
あ
り
、
薬
剤
防
除
も
そ
の

ひ
と
つ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

▪ 

具
体
的
実
践
項
目
「
後
継
者
の
農
業

技
術
向
上
へ
の
取
組
」
に
関
連
し
て

意
見  

農
業
者
と
し
て
、
青
年
部
な
ど
の

後
継
者
だ
け
で
な
く
、
広
く
研
修
を
行
っ

て
は
。

回
答��
水
稲
に
関
し
て
は
、
水
稲
研
究
会

等
の
ハ
ウ
ス
巡
回
や
圃
場
巡
回
に
参
加
さ

れ
る
農
家
の
方
々
は
ほ
と
ん
ど
が
後
継
者

世
代
で
、
最
近
で
は
次
世
代
の
後
継
者
も

参
加
す
る
こ
と
が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

農
業
近
代
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
も
ハ
ウ
ス
巡

回
や
圃
場
巡
回
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
青
年
部
に
限
ら
ず
多
く
の
方
々
が
何

ら
か
の
研
修
に
参
加
さ
れ
て
い
る
と
考
え

て
お
り
ま
し
た
が
、
青
年
部
、
農
近
ゼ
ミ

以
外
の
方
々
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
是
非

営
農
支
援
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
６
ペ
ー
ジ  

生
活
課（
生
活
指
導
）

▪ 

具
体
的
実
践
項
目
「
組
織
活
動
の
強

化
」
に
関
連
し
て

意
見  

加
工
セ
ン
タ
ー
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、

許
可
を
取
っ
て
、
組
合
員
が
作
っ
た
加
工

品
の
販
売
が
で
き
る
と
良
い
。
例
え
ば
、

漬
物
加
工
、
お
菓
子
加
工
、
み
そ
・
豆
腐

加
工
。

回
答��

味
噌
と
豆
腐
の
営
業
許
可
を
取
得

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
２
点
の
商
品
づ

く
り
は
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。
現
に
当
該

施
設
を
利
用
し
た
、
女
性
部
の
方
々
に
よ

る
手
作
り
味
噌
が
村
内
学
校
給
食
の
原
材

料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
商
品
づ
く
り
及
び
リ

フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
費
用
対
効
果
に

よ
る
採
算
性
の
問
題
等
多
く
の
課
題
が
想

定
さ
れ
ま
す
の
で
、
現
状
で
は
厳
し
い
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
の
当
該
施
設
に
係
る
運
営

及
び
利
用
等
に
つ
い
て
は
、
農
産
物
加
工

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
で
継
続
的
に
協
議

中
で
あ
り
ま
す
。

　
毎
年
３
月
に
開
催
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
の
座
談
会
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
状
況
を
考
慮
し
て
、
令
和
３
年
度
は
や
む
な
く
開
催
を
中
止
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
代
わ
り
、
座
談
会
資
料
を
組
合
員
の
皆
様
に
配
布
し
、
ご
質
問
・
ご
意

見
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
回
答
と
併
せ
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
座
談
会
資
料
に
関
す
る

ご
質
問
・
ご
意
見
等
報
告

特集

（
令
和
４
年
３
月
17
日
～
３
月
31
日
）
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▼
７
ペ
ー
ジ  

生
活
課（
店
舗
）

▪ 
具
体
的
実
践
項
目
「
経
営
改
善
と
店

舗
運
営
の
見
直
し
」
に
関
連
し
て

意
見  
総
菜
部
門
の
強
化
は
大
変
良
い
と

思
う
。
あ
と
、
小
学
生
の
ネ
ギ
販
売
が
良

か
っ
た
。

回
答��

皆
様
に
ご
納
得
い
た
だ
け
る
お
店

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
ご
意
見
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▪ 

具
体
的
実
践
項
目
「
雇
用
の
確
保
お

よ
び
従
業
員
教
育
」
に
関
連
し
て

質
問  

パ
ー
ト
従
業
員
等
、
働
き
が
い
の

あ
る
時
給
と
な
っ
て
い
る
か
。

回
答��

人
手
不
足
が
叫
ば
れ
る
昨
今
に
お

い
て
、
店
舗
事
業
に
お
い
て
も
雇
用
の
確

保
が
難
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
部

門
採
算
性
が
問
わ
れ
る
現
状
に
お
い
て
、

大
幅
な
賃
金
の
引
き
上
げ
も
厳
し
い
も
の

と
捉
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
作
業
の
標

準
化
を
す
す
め
る
こ
と
に
よ
り
生
産
性
向

上
を
図
り
、
店
舗
の
存
続
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

▼
９
ペ
ー
ジ  

資
材
課

▪ 

具
体
的
実
践
項
目
「
多
様
化
す
る
需

要
へ
の
対
応
」
に
関
連
し
て

質
問  「
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
資
材
」

と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
資
材
か
？

回
答��

バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
を
日

本
語
に
直
訳
す
る
と
「
生
物
刺
激
剤
」
と

な
り
ま
す
。
植
物
が
本
来
の
も
つ
力
を
引

き
出
す
こ
と
に
よ
り
、
菌
や
害
虫
、
雑
草

と
い
っ
た
生
物
的
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
で
は

な
く
、
高
温
・
日
照
不
足
と
い
っ
た
気
候

等
の
非
生
物
的
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
を
図
る

と
い
っ
た
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
肥
料
・
土
壌
改
良
剤
・
農
薬
の

い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
た
め
、
現
在
法
規

制
の
な
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
取
り
扱
っ
て
い
る
商
品
と
し
て
は
、

フ
ァ
イ
ト
ク
ロ
ー
ム
社
の
「
ネ
バ
ル
君
」

や
「
フ
ァ
イ
ト
マ
ジ
ッ
ク
」
等
が
該
当
し

ま
す
。

▼
15
ペ
ー
ジ  
共
済
課

▪ 

具
体
的
実
践
項
目
「
組
合
員
・
地
域

住
民
と
の
繋
が
り
の
強
化
」
に
関
連

し
て

質
問  「
地
域
・
農
業
活
性
化
事
業
費
を

活
用
し
た
効
果
的
な
取
り
組
み
の
展
開
」

と
あ
る
が
、
こ
の
事
業
費
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
も
の
か
？

回
答��

地
域
や
地
域
住
民
の
た
め
に
策
定

し
た
施
策
に
要
す
る
費
用
を
、
予
算
の
範

囲
内
で
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

が
助
成
す
る
も
の
で
す
。
よ
り
多
く
の
地

域
住
民
が
享
受
で
き
る
施
策
で
あ
る
こ
と

が
条
件
と
な
り
ま
す
。

▼
17
ペ
ー
ジ  

企
画
課

▪ 

具
体
的
実
践
項
目
「
組
合
員
研
修
・

Ｊ
Ａ
ま
つ
り
・
座
談
会
等
の
充
実
」

に
関
連
し
て

意
見  

座
談
会
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

で
行
い
、
Ｊ
Ａ
の
課
題
を
参
加
者
同
士
で

話
し
合
え
る
場
と
し
て
は
ど
う
か
。

回
答��

年
々
、
座
談
会
に
参
加
さ
れ
る
組

合
員
が
減
少
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す

の
で
、
少
し
で
も
多
く
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
ご
意
見
を
参
考
に
内

容
を
工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す
。

意
見  

加
工
食
品
、
農
産
物
の
販
売
や
起

業
、
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
の
学
習
の
機
会
を

増
や
し
て
は
ど
う
か
。

回
答��

組
合
員
研
修
会
に
つ
い
て
は
、
組

合
員
の
皆
様
が
興
味
を
持
て
る
よ
う
な
内

容
で
、最
新
の
ス
マ
ー
ト
農
業
の
紹
介
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
農
産
物
の

販
売
等
、
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
研

修
会
な
ど
も
企
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

▼
18
ペ
ー
ジ  

総
務
課

▪ 
具
体
的
実
践
項
目
「
Ｊ
Ａ
自
己
改
革

の
実
践
継
続
」
に
関
連
し
て

質
問  「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
か
か
る
推
進
、
取

り
組
み
」
と
あ
る
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
観
点
か
ら
管
理
職
に
多
く
の
女
性
を
登

用
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
男
性
の
育
児
休

業
は
取
れ
て
い
る
か
。

回
答��

管
理
職
の
女
性
登
用
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
３
月
31
日
現
在
、　

課
長
職
11

名
の
う
ち
女
性
登
用
が
１
名
、
課
長
補
佐

５
名
の
う
ち
女
性
登
用
が
３
名
で
あ
り
、

管
理
職
の
比
率
で
は
25
％
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
の
昇
給
等
に
つ
い
て
も
、
男

女
関
係
な
く
能
力
主
義
で
登
用
し
て
い
く

方
針
で
す
。

　

男
性
の
育
児
休
業
に
つ
い
て
は
、
令
和

４
年
度
よ
り
規
程
等
を
改
正
し
対
応
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
の
育
児
休
業
対
象

職
員
に
は
、
育
児
休
業
取
得
に
つ
い
て
説

明
し
て
お
り
ま
す
。

▼
そ
の
他

意
見  

利
用
高
配
当
の
メ
リ
ッ
ト
を
も
っ

と
強
調
し
て
は
ど
う
か
。

回
答��

利
用
高
配
当
は
、
そ
の
年
の
Ｊ
Ａ

の
剰
余
金
が
計
画
以
上
だ
っ
た
時
な
ど

に
、
そ
の
一
部
を
組
合
員
の
皆
様
の
利
用

高
に
応
じ
て
還
元
し
て
い
る
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
Ｊ
Ａ
の
業
績
が
計
画
を
下

回
り
、
剰
余
金
が
少
な
か
っ
た
場
合
な
ど

は
還
元
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
厳
し
い
経
営
と
な
り
ま
す

が
、
組
合
員
の
皆
様
に
少
し
で
も
多
く
Ｊ

Ａ
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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２
０
４
０
年
を
め
ざ
し
て

Ｊ
Ａ
の
新
経
営
理
念
「
共
働
」

　
Ｊ
Ａ
大
潟
村
創
立
50
周
年
を
機

に
、
新
た
な
経
営
理
念
を
作
り
上

げ
る
職
員
参
加
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
２
０
２
０
年
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
話
し
合
い
を
重
ね
、
２
０
４
０

年
を
目
標
と
し
た
新
た
な
経
営
理

念
が
こ
の
ほ
ど
誕
生
し
ま
し
た
の

で
発
表
い
た
し
ま
す
。

新
た
な
経
営
理
念

（
２
０
４
０
年
を
目
標
）

「
共
働
」

意
味
： 

同
じ
目
的
の
た
め
に
、

異
な
る
組
織
が
、
課

題
や
目
的
を
共
有
し
、

知
恵
や
力
を
合
わ
せ
、

共
に
働
く
こ
と

新
経
営
理
念
策
定
の
経
緯

　

こ
れ
ま
で
の
経
営
理
念
と
し
て
、「
共

生
」
と
い
う
言
葉
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
２
０
２
０
年
を
目
途
と

し
て
、
１
９
９
７
年
３
月
の
地
域
振
興
長

期
計
画
構
想
の
中
で
策
定
さ
れ
、
総
会
資

料
の
裏
表
紙
に
記
載
さ
れ
て
い
た
も
の
で

す
。

　

多
様
な
価
値
観
と
展
開
方
向
を
包
括
す

る
よ
う
な
農
村
づ
く
り
の
た
め
に
、
共
に

生
き
て
い
く
社
会
を
め
ざ
す
と
い
う
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
策
定
か
ら
長

期
間
経
過
し
、
村
で
も
農
業
の
主
体
は
２

世
か
ら
３
世
へ
と
移
り
つ
つ
あ
る
中
で
、

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
さ
ら
に
大
き
な

変
貌
を
遂
げ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

特
に
大
潟
村
は
「
モ
デ
ル
農
村
」
と
い

う
開
村
当
初
か
ら
の
言
葉
が
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
日
本
の
稲

作
農
業
を
リ
ー
ド
す
る
立
場
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
、
今
後
も
農
業
政
策
の
節
目
で

は
注
目
さ
れ
る
に
事
欠
か
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
加
え
て
、
目
ま
ぐ
る
し
く
更
新
さ

れ
て
い
く
新
た
な
価
値
観
に
基
づ
い
て
農

業
・
農
村
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
そ
こ
に
目
標
を
設
定
し
な
が

ら
、
新
た
な
取
り
組
み
で
農
業
、
地
域
を

活
性
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
新
た
に
未
来
を
見

据
え
た
考
え
方
と
し
て
、
経
営
理
念
「
共

働
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
メ
ン
バ
ー

　
企　
画　
課　
　
相　
澤　
公　
英

　
営
農
支
援
課　
　
斉　
藤　
春　
彦

　
監　
査　
課　
　
伊　
藤　
　
　
悌

　
営
農
支
援
課　
　
田　
中　
佑　
哉

　
経　
営　
課　
　
鎌　
田　
昌　
吾

　
資　
材　
課　
　
中　
田　
真　
貴

　
整　
備　
課　
　
山　
田　
正　
則

　

東
北
６
県
Ｊ
Ａ
の
中
堅
職
員
を
対
象
に

平
成
21
年
度
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
「
次

世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
会
」。

　

Ｊ
Ａ
全
体
の
経
営
や
事
業
部
門
ご
と
の

戦
略
等
に
つ
い
て
、
企
画
か
ら
実
行
ま
で

を
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
で
き
る
実
務

能
力
を
有
し
た

中
核
的
な
人
材

の
育
成
を
目
的

に
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

受
講
者
は
Ｊ

Ａ
の
理
念
か
ら

戦
略
立
案
、
経

営
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
戦
略
な
ど
を
学
ん
で
お
り
、
そ

の
参
加
者
７
名
が
今
回
の
策
定
メ
ン
バ
ー

と
し
て
、
研
修
会
で
学
ん
だ
知
識
を
生
か

し
て
話
し
合
い
に
臨
み
ま
し
た
。

　

地
域
生
活
の
中
で
各
階
層
・
各
世
代
が

共
に
手
を
携
え
、
緑
豊
か
な
田
園
環
境
を

守
り
、
生
き
生
き
と
活
力
に
満
ち
あ
ふ
れ

た
豊
か
な
農
村
づ
く
り
を
構
築
す
る
た
め

に
、
Ｊ
Ａ
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
大
潟
村
の
農
業
に

関
わ
っ
て
い
く
の
か
。
こ
れ
ま
で
の
「
共

に
生
き
て
い
く
」
未
来
を
改
め
て
見
据
え

な
が
ら
も
、加
え
て
「
共
に
働
い
て
い
く
」

「
共
に
行
動
す
る
」
と
い
う
同
じ
目
的
の

た
め
に
動
い
て
い
く
必
要
性
を
改
め
て
問

い
か
け
な
が
ら
、
今
後
も
Ｊ
Ａ
が
大
潟
村

の
中
で
重
要
な
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、

農
家
又
は
地
域
住
民
に
働
き
か
け
、
常
に

必
要
不
可
欠
な
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
る

こ
と
を
切
に
希
望
し
ま
す
。

「
共
働
」
に
よ
る
豊
か
な

農
村
、
農
業
の
継
承

・�

共
働
に
よ
る「
持
続
的
農
業
」

と「
環
境
保
全
」へ
の
取
組

・
組
合
員
の
期
待
に
応
え
る

　
組
織
運
営
と
共
働
の
精
神

・
共
働
に
よ
る
地
域
農
業
、

　
地
域
社
会
へ
の
貢
献 これからの

経営理念

これまでの
経営理念
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　連日報道されているウクライナ情勢とともに世界
的な食糧価格の高騰が大きな懸念材料になっていま
す。石油等のエネルギーも高騰しており、それに円
安が加わり、日本経済も大きな影響を受けています。
　４月はじめに山形県で開催されたコメ生産者の会
合でもこの問題について著者に質問がありました。
大変大きな問題で、先行きの動向まで答えられる知
見はありませんが、コメを輸入している業者、逆に
日本米を輸出している業者双方から話を聞くことが
出来ました。輸入業者はまず、アメリカのカルロー
ズ（カリフォルニア州で作られているジャポニカ
系の中粒種）は現地価格の高騰に加え、円安で輸入
コストが上昇しており、ＳＢＳ枠での落札が難しく
なっていると言っていました。実際、昨年度のＳＢ
Ｓ枠での落札量は総枠に対して２割程度に留まって
います。加えて、コロナ禍での物流の混乱で外国産
米の入船時期が大幅に遅れていることを心配してい
ました。この業者によるとこれまで外国産米は価格
競争力がありましたが、現在ではそれが急速に失わ
れたこともあって「安い国産米を在庫しておいた方
が商売になる」と言っていました。このことは都内
で外国産米多種類を販売している食品スーパーの店
頭価格を見て良くわかりました。これまで外国産米
は国産米に比べ安いのが当たり前でしたが、今はそ
うではありません。外国産米の中には国産米より高
い価格で販売されているものもあります。
　円安は輸出を手掛ける業者にとっては追い風にな
ります。例えばアメリカ向けに輸出している業者の
場合、これまで１㌦100円の為替換算で輸出してい
たものが１㌦120円を超えたわけですから、単純に
いうと20％分価格競争力が付いたことになります。
ただし、輸出業者にとっても物流の混乱は同じで、
実際、コンテナの輸送料金は４～５倍にも跳ね上が
り、その分負担が増しています。為替の変動はこう
した両面があるのですが、生産者にとってはやはり
生産資材や石油等の値上がりの方が大きな負担にな
るので、その値上がり分を販売するコメの価格にい
かに転嫁できるかが一番の関心事だと思います。

　４年産米の価格予想についても話題になり、東京
の米穀業者が、流通業者の見方を紹介しました。そ
れによると現在の３年産米のスポット価格より４年
産が安値でスタートすることはないだろうとの事で
した。それは需給関連云々よりも流通業者の「値ご
ろ感」がベースになっています。流通業者にとって
１俵１万円を切るようなコシヒカリや9000円以下
の雑銘柄は安いという値ごろ感が生じるのは自然だ
と思います。それに加え安値で落札された政府備
蓄米といえども全国平均の落札価格は１俵１万円で
あったと推計されます。政府備蓄米の落札価格はひ
とつのベースになりますので、この価格が４年産米
のスタート価格のベースになると思います。ただし、
そうした見方をする場合、最も重要なことはその価
格で売れるだけの需要があるかと言う事です。当た
り前ですが、コメの価格を予想する場合、この需要
をどう創造するのかと言うことが一番求められます。
　家庭用や外食・中食向けの業務用米も炊飯して食
べるのが常識ですが、コメ消費減の最大の要因はこ
の炊飯と言う行為そのものの減少にあります。若い
男性ばかりでなく若い女性も炊飯器を必要としない
人が増えているのですから大変由々しき問題ですが、
それを憂いてばかりではコメの需要は回復しません。
　４月13日から15日に東京ビッグサイトで「お米
未来展」が開催され、コメを炊飯ではない方法で商
品化したものが多数展示・紹介されていました。大
潟村の餃子計画もコメで作った餃子を試食提供して
いましたが、玄米で作ったフレークやコメで作った
チーズも紹介されていました。このチーズは「世界
初 “ライスヴィーガンチーズ” と謳い「SDCheeze（エ
スディーチーズ）」と名乗っていました。植物性チー
ズで乳製品を使っていないのでヴィーガン市場に
対応した商品という触れ込みです。その他グルテン
フリーを謳った様々な米粉商品が出展されていまし
た。まだ、市場と言うには小さいのですが、こうし
たコメを原料とした新しい商品が次々に登場して新
たな需要を創造できるのではないかという息吹を感
じることが出来ました。� ＜つづく＞

※このコーナーは隔月で掲載致します。

第21回
「今どうなっているの？お米の状況㉑」

熊
くま

野
の

　孝
たか

文
ふみ 1954年鹿児島県生まれ。コメ記者として30年以上にわたり

コメの流通現場を中心に取材。
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ＪＡ大潟村のＳＤＧｓ
　持続可能な社会の実現のため、私たち一人ひとりにできることをしっかりと考え、一歩踏み出す姿
勢が求められています。さあ、みんなでＳＤＧｓに取り組みましょう。

応募方法（大人の方も、お子さんも、年齢問わず応募できます）
①パズルの答え、②お名前、③ペンネーム（ペンネームでの掲載を希望の
方）、④住所、⑤電話番号、⑥年齢、⑦ＪＡだよりまたはＪＡホームペー
ジへの感想、または応援メッセージを簡単にご記入の上、おはがきかＦＡ
Ｘでご応募ください。
応募締切　令和４年５月19日（木）必着
応 募 先　〒010ｰ0443　大潟村中央１ｰ５
　　　　　ＪＡ大潟村広報担当
　　　　　ＦＡＸ：0185ｰ45ｰ2273
発　　表　�当選者は６月号で発表するとともに、当選

者ご本人に電話でお知らせいたします。
※�皆様からいただいた個人情報については、厳重に管理するとともに、当選者発表、
当選者への連絡以外の目的では使用いたしません。

⃝先月号の答え／ヤエザクラ
　先月号の当選者／ＰＮ紅玉さん、ＰＮひつじさん、ＰＮハムちゃんさん

正解者の中から抽選で
３名様に粗品をプレゼント！
プレゼントをご本人かおうちの人が、直接
ＪＡまで取りに来ていただける方限定（� ）
何が当たるかはおたのしみ！

　 二重枠に入った数字の合計
はいくつ？ 出題●ニコリ
Ｑ

　食農教育応援事業の一環として、ＪＡバンク
では平成20年度から、子どもの農業や食、自
然環境等にかかわる金融や経済活動などに対す
る理解をはぐくみ、農業ファン層の拡大や地域
の発展にも寄与することを願って補助教材を作
成し、全国の小学校に寄贈しています。

※表紙もご覧ください。 大潟村、そして日本の農業の未来を担う皆さん、この
教材でいっぱい学んでください！

大潟小学校５年生に食農教育
教材を贈呈

その②

今月はかなり難しい数独だよ！

ルール
⑴　空いているマスに、１から９までの数字のどれかを入れます。
⑵　 タテ列（９列）、ヨコ列（９列）、太線で囲まれた３×３のブロック（そ

れぞれ９マスあるブロックが９つ）のいずれにも１から９までの数字
が１つずつ入ります。

考え方
　タテ列やヨコ列、３×３マスの各ブロックで、同じ数字が重複しないよ
うに数字を入れていくパズルです。計算は不要ですよ。

JＡだより 8



　給油所ではただ今「ＧｏＧ
ｏキャンペーン」を実施中で
す！秋田県内ＪＡ－ＳＳでお
買上げいただいたレシートの
合計金額で、
抽選で最大50,000円分
商品券プレゼント！
ぜひご応募ください！

理事会報告
４月25日開催
報告事項
・業務報告について
・ＡＬＭ委員会報告について
・令和３年度労働保険事務組合業務報告書について
・令和４年度役員報酬額についての答申書について
・令和３年度資産自己査定の結果報告について
・収益認識会計基準への対応について
・内部監査の報告書について
議案
第１号　�令和３年度事業における税効果会計の実施に伴

う繰延税金資産の回収可能性の判断について
第２号　�令和３年度固定資産減損会計における減損損失

の要否等について
第３号　�令和３年度棚卸差損・差益及び棚卸評価損の処

理について
第４号　令和３年度決算書類の承認について
第５号　役員賠償責任保険の加入について
第６号　令和４年度余裕金の運用方針と運用方法について
第７号　信用評定基準の設定について
第８号　令和４年度信用供与等の最高限度額の決定について
第９号　令和４年度貸付金の利率の最高限度の決定について
第10号　令和４年度借入金の最高限度の決定について
協議事項
・�令和４年度事業計画（案）及び中期経営計画書（令和４
年度～令和６年度）（案）について

ＪＡ大潟村の概況　2022年４月末現在
貯　金…321億8,122万円
貸出金… 72億3,851万円
出資金… 9億5,410万円

正組合員数……1,026名
准組合員数…… 53名

「ＧｏＧｏキャンペーン」のご案内
当選本数380本！

第４回　ＪＡ大潟村
ゴルフ大会のお知らせ

　今年もゴルフ大会を予定しております。詳細
につきましては、６月上旬配布の案内文書でお
知らせする予定です。
■開 催 日：７月22日（金）
■開催場所：男鹿ゴルフクラブ
お問合せ先：企画課（TEL：0185-45-2211）

チャンスは最大３回！
⃝�20,000円分コースではずれた方は自動的に
10,000円分コース、2,500円分コースの抽
選が受けられます。
⃝�10,000円分コースではずれた方は自動的に
2,500円分コースの抽選が受けられます。

実施期間及びレシート有効期限
　　　　　2022年４月１日（金）～５月31日（火）
応募方法　�期間中ＪＡ－ＳＳでご利用いただいたレ

シート（給油、タイヤ交換、オイル交換、
洗車等）を専用応募ハガキに貼り、必要
事項をご記入のうえ、切手を貼らずに給
油所までお持ちください。

応募締切　2021年６月３日（金）
賞　　品　�レシート合計金額に応じて50,000円分Ｊ

ＣＢギフトカードや家電、ＪＡ－ＳＳ利
用券など

お問い合わせは給油所（45-2511）まで。

増えました！

入会金10,000円（税込）のみで
葬儀費用がお得に！

※事前入会が原則です。
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このコーナーに掲載希望の方は
ご連絡お待ちしております。

TEL  45−2211　広報担当

　泣いてもめんこ、笑ったら最高めん
この３番目です。大好きな姉兄のおか
げで毎日楽しく育っています。いない
いない…と話しかけるとバアといわれ
た人はラッキーです。

武石さくらちゃん

今月はだーれだ？

整備課自動車 自動車整備係係長
出　　身：三種町（旧八竜町）
資　　格：�自動車検査員
　　　　　二級ガソリン自動車整備士
好きな食べ物：
特に好き嫌いはありませんが甘い
ものが苦手です。
おススメのお店：整備課自動車

清
し

水
みず

　賢
まさ

喜
き

職 員 紹 介

ひとこと：�こんな私も17年目に突入いたしました。
定年まで今しばらくおつきあいください。
よろしくお願いいたします。

活動報告と予定年 部青

　随時部員を募集していますので、興味のあ
る方はぜひＪＡ大潟村営農支援課（TEL：45-
3033）までご連絡ください！

新型コロナウイルス感染拡大の
状況を踏まえながら検討中です。

⃝活動予定

⃝活動報告 ４月８日（金）　県青協総会

５月６日（金）　午前　ハウス巡回
　　　　　　　午後　畑作班  かぼちゃの定植

４月・５月の活動報告はありません⃝活動報告

６月中旬　大潟富士、経緯度交会
点のサルビア定植（役員）

⃝活動予定

フレミズだより

　フレミズは楽しい行事を通して、住区の友人だ
けではなく様々な出会いを広げられる交流の場で
す。まずはお試し部員からはじめてみませんか？
　詳しくはお知り合いの部員、または「あぐりプ
ラザ」（45-2214）までお問い合わせください。

フレミズ部員募集中

　４月10日、水稲の乾田直播に挑戦した菅野正史さん。
あらかじめ薬剤消毒したたつこもちの乾燥種子（10ａ
あたり約８㎏）を、農機会社の実演トラクターに装着
したトラクター直装型播種機で1.2ha播きました。
　実際に作業してみて、「Ｖ字型に掘られた溝に種子
が播かれ、その上に土が被さるのがベストだが、大潟
村の土は土塊がコロコロ転がりやすいため、種子と一
緒に溝に入ってしまうことが分かった。播種機の今後
の改良に期待したい」と話しました。

水稲の乾田直播に挑戦


